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ボランティア活動の様子 

　ボランティアの語源は義勇兵です。つまり自ら
進んで奉仕活動に無償で参加する人が、ボラン
ティアといわれている人です。ボランティアの方々
に支えられて笠松トンボ天国の環境美化活動を
今年も実施します。 
　笠松トンボ天国の環境美化活動に参加するボ
ランティアの人はどんな気持ちをお持ちなのでしょ
う？きっかけは次のようでした。人の背丈ほどもあ
る竹や雑草がはえたため、日光が当たらなくなり、
下草が枯れ始め雨が降るたびに土が流れて池
が濁り、大切なヤゴや水草が死滅してしまうという
ことでした。そこで４年前から「トンボ池を守る会」
「下羽栗地域の町内会」「道徳のまち笠松」をは
じめ、「下羽栗小学校PTA」や地元NPOと企業、
一般ボランティアなどが、池のヤゴや水草などを
守りたいという思いで、一致協力し、ジャングルの
ように茂った竹や雑木・雑草の伐採を行うように
なりました。 
　例年、朝の８時から９時までの暑い中、２００人ほ
どの人が集まり、エンジン付きの草刈り機の轟音

や混合油の匂いの中で、皆さんが熱心に作業を
行った結果、笠松トンボ天国の周辺は見違えるほ
どきれいになりました。 
　今年も7月17日の午前8時から笠松トンボ
天国の環境美化活動を実施します。「ぎふ水と
緑の環境百選」にも選ばれた「笠松トンボ天国」
を町民の方々のボランティア精神で守り抜きましょ
う。是非、環境美化活動へご参加ください。 
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No.9 ボランティアの力でトンボ天国を美しく！ 

※8月15日は笠松川まつりのため、笠松みなと公園の駐車場の利用とみなと公園トンボ広場（火気使用
可能区域）での火気の使用はできませんのでご了承ください。 

　夏の風物詩「笠松川まつり」を今年も8月15日（月）に笠松みなと公園
一帯で開催します。 
　また、メモリアル花火や花火写真コンテスト作品、川まつり当日にボラン
ティアスタッフとしてお手伝いいただける方を募集します。 
　なお、今年はメモリアル花火の協賛金の一部を平成28年熊本地震災害
義援金に当てさせていただきます。 
　多数のご応募をお待ちしています。 

【問合先】かさまつまちづくりイベント実行委員会事務局（役場環境経済課内）蕁388‐1114

申込方法 申込書に協賛金を添えて、申込みく
ださい。 

申込期限 7月22日（金） 

※天候・出水などで花火が中止の場合は、翌年に繰り越
します。 

　協賛コメントは、新聞折込みチラシ（8月13日新聞
折込予定）への掲載のほか、川まつり当日、会場（本
部付近）に掲示します。 

申 込 先  役場環境経済課、中央公民館、松枝公
民館、総合会館、町商工会館 

協 賛 金  1発　3,300円（3号玉） 
※協賛金の内300円は平成28年熊

本地震災害義援金 

メッセージ 氏名、会社名を除いて15文字以内 

　笠松川まつりで、大切な方へのメッセージを添
えたメモリアル花火を打ち上げてみませんか？ 

メモリアル花火大募集 

ボランティアスタッフ募集 

花火写真コンテスト作品募集 メモリアル花火大募集 メモリアル花火大募集 

募集人数 21人 

申 込 先  役場環境経済課、中央公民館、松枝公
民館、総合会館、町商工会館 

申込期限 7月22日（金） 

申込方法 申請書に必要事項を記入して、次の
申込先まで提出してください。 

日 時  8月15日（月） 午後6時～9時30分 

場 所  笠松みなと公園（川まつり会場） 

　川まつりの当日、万灯流しの作業をお手伝いし
ていただくボランティアスタッフを募集しています。 
　高校生以上の方ならどなたでもご応募いただ
けます。 

ボランティアスタッフ募集 ボランティアスタッフ募集 

応募規定 

①本人が撮影した未発表オリジナル作品 
②1人1作品 
③カラー写真（加工写真可） 
④大きさは六切りまたはA4サイズの縦長 
⑤折ったり丸めたりしないこと 
⑥作品の裏に住所、氏名、電話番号を記入 
（加工作品はその旨明記してください） 

⑦優秀作品は平成29年度の笠松川まつりのポ
スターやチラシなどに使用 

⑧コンテストの結果は、10月中に町ホームペ
ージと広報かさまつ11月号に掲載、役場1階
ロビーに掲示 

①応募作品は返却しません。 
②応募作品の著作権は、主催者である「かさまつま

ちづくりイベント実行委員会」に譲渡されます。 
③他の権利者（被写体の肖像権など）を含む著作物

を使用する場合は、必ず権利者の承諾を得た上で
応募ください。 

④最優秀賞に選ばれた作品につきましては、後日、写
真画像データを提出いただきます。 

応 募 先  〒501‐6181　笠松町司町1番地 
役場環境経済課内 

「かさまつまちづくりイベント実行委
員会」写真コンテスト係 

応募方法 郵送または持参 

応募期限 9月1日（木）必着 

賞 最優秀賞、優秀賞ほか 
※各賞に賞品があります。 

注意事項 

テ ー マ 「花火と万灯流し」 

応募資格 どなたでも応募できます。 
（プロ・アマは問いません） 

　花火写真コンテストを実施しますので、奮って
ご応募ください。 

花火写真コンテスト作品募集 花火写真コンテスト作品募集 

笠松川まつり開催 笠松川まつり開催 笠松川まつり開催 8月15日 
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